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はじめに
アメリカを中心とした連合国軍による日本
占領期（1945年９月から1952年４月）の日米
関係は，国家間の非対称的な権力関係により
構築され，その後の両国の関係を大きく規定
することになった。その一方で，占領下のア
メリカ人と日本人の関係では，国家を中心と
した，「占領者」と「被占領者」という二項
対立的な関係によっては捉えることのできな
い，人種，ジェンダー，階級，セクシュアリ
ティなど，多様な差異に基づくポリティクス
が，占領統治をめぐる国家間，国家内部の権
力関係をさらに複雑なものにしていた。
「被占領者」である日本人と同様に，「占
領者」である米軍兵士も決して一枚岩な集団
ではなかった。その中でも，アメリカ黒人部
隊の存在は，敗戦国日本の民主化を使命とす
る連合国軍による占領統治の矛盾を象徴する
ものであった。占領軍の一員として日本に駐
留していたアフリカ系アメリカ人兵士は，日
本人との関係においては「占領者」としての
特権的な地位を享受する一方で，自国の軍隊
では人種的に隔離され，差別的な待遇を受け
るなど，白人支配的な組織の中で従属的な地
位に置かれたままであった。「占領者」とし
ての名誉や特権と，米軍内での人種隔離・差
別によるスティグマとの狭間において，彼ら
はいかに「黒人占領軍兵士」としての主体を
構築していったのだろうか。
本稿は，占領下の日本におけるアメリカ黒
人部隊をめぐる人種とジェンダーのポリティ
クスを，キャンプ岐阜に駐留の第24歩兵連隊
（24th Infantry Regiment）の事例を中心に考察
するものである。本稿に関連したこれまでの
研究では，アフリカ系アメリカ人兵士が，占
領下の岐阜における日本人との日常的な出会
い，とりわけ日本人女性との親密かつ性的な
関係を通して，いかに人種，ジェンダー，国
民アイデンティティを形成していったのか
について明らかにしてきた1）。本稿ではさら
に，第24歩兵連隊を中心とした米陸軍内の人
種，階級，セクシュアリティをめぐる交錯し
た権力関係に焦点を当てながら，アフリカ系
アメリカ人兵士たちがいかに人種，ジェン
ダー的主体を構築し，抵抗やエンパワメント
の契機を模索していったのかについて検討し
たい。主な一次資料として，黒人新聞の記
事，黒人退役兵士の自伝，米国公文書館所蔵
の軍事資料，そして米陸軍による第24歩兵連
隊の退役軍人に対するインタビュー調査の記
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録を用いた2）。
第24歩兵連隊は，南北戦争直後の1869年に
創設され，米西戦争，第一次世界大戦，第二
次世界大戦，朝鮮戦争など，19世紀末から20
世紀半ばにかけてアメリカが関わった主要な
戦争に参加した，伝統的な黒人戦闘部隊であ
る3）。また，第24歩兵連隊は，第二次世界大
戦から朝鮮戦争の時期にかけて，アジア・太
平洋地域で活躍した代表的な黒人部隊であ
り，戦争と占領という日米関係の転換期にお
いて，日本人との出会いを経験している。第
二次世界大戦中は，1942年４月に，基幹基地
であるジョージア州のフォート・ベニング 
から南太平洋戦線に送られた。1944年には
ブーゲンビル島で，パトロール中の隊員が日
本人兵士と遭遇し，日本軍と戦闘を交えた最
初の黒人部隊となった。終戦後は，1946年末
まで沖縄での占領任務に携わった後，1947年
２月に，大阪を拠点に中部地方の占領を担当
する第25歩兵師団（25th Infantry Division）の
一部に編入されたことに伴い，キャンプ岐阜
に異動となった4）。さらに，第24歩兵連隊が
岐阜に駐留していた1947年から1950年の期間
は，米軍の人種政策が黒人兵士の「隔離」か
ら「統合」へと大きく転換していく時期に当
たり，米軍内における人種をめぐるポリティ
クスの変容が，黒人兵士の主体形成に与えた
影響を考える上で，興味深い事例を提供する
ものである。
　　
先行研究の検討
本稿は，アフリカ系アメリカ人の軍事体
験，アフリカ系アメリカ人と日本人の関係，
そして占領期の日米関係に関する，歴史学を
中心とした学際的な研究成果を踏まえつつ，
占領下の岐阜におけるアメリカ黒人部隊をめ
ぐる人種とジェンダーのポリティクスに焦点
を当てることにより，これらの研究領域に新
たな問題群を提起するものである。
まず，アメリカ黒人軍事史の分野では，黒
人兵士の隔離と統合をめぐる米軍の人種政策
と，アメリカ国内外の戦争における黒人部隊
の活躍や貢献に関する研究に，これまで重
点が置かれてきた5）。また，アメリカ黒人女
性・ジェンダー史研究の著しい発展の中で，
軍隊や戦争におけるアフリカ系アメリカ人兵
士の男性性（masculinity）の社会的構築につ
いて論じたものが，第二次世界大戦，ドイツ
の軍事占領，ベトナム戦争などに関する研究
において，いくつか発表されている6）。しか
し，日本の軍事占領をアフリカ系アメリカ人
兵士の人種，ジェンダー化された視点から考
察した研究は，これまでのところほとんど試
みられていない。
次に，アメリカ国内および国際関係史の文
脈の中で，アフリカ系アメリカ人とアジア人
の関係を論じた研究は，近年飛躍的に発展し
ている。アフリカ系アメリカ人と日本人の関
係を扱った史的研究の多くが，20世紀前半の
日露戦争における日本の勝利，パリ講和会議
での日本による人種平等条項の提出，アジア
における日本の帝国主義的進出，そして太平
洋戦争における日米の衝突などの出来事を，
アフリカ系アメリカ人政治指導者，知識人，
ジャーナリストがいかに人種化された視点か
ら捉えていたのかという点に注目しており，
そこでは「人種」と「国家」が主たる分析の
カテゴリーとして用いられている7）。また，
近年のアメリカ黒人男性と日本人女性の関係
をめぐる文化表象を論じた研究の中には，そ
の性的な側面に焦点を当てたものもあるが，
占領期に至るアフリカ系アメリカ人と日本人
の関係を扱った史的研究に関する限りにおい
ては，ジェンダー視点の欠如を指摘すること
ができる8）。
さらに，歴史家のジョン・ダワーによる
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『容赦なき戦争』（原書の出版は1986年）の出
版以降，日米関係における人種的要因に多く
の研究者の注目が集まってきた9）。占領研究
の領域では，占領期の日米関係における日米
双方の人種主義を分析した小代有希子の研究
が代表的なものとして挙げられる10）。具体的
に，占領期の日本におけるアフリカ系アメリ
カ人に関する研究では，戦後の日本文学作品
（大江健三郎の『飼育』，松本清張の『黒地の
絵』，有吉佐和子の『非色』など）における
黒人表象や，黒人兵士と日本人女性の結婚，
さらには彼らの間に生まれた「混血児」をめ
ぐる日本社会の言説の分析が主要なテーマと
なってきた11）。また，占領期の日米関係をア
フリカ系アメリカ人の視点から分析した研究
の多くは，終戦直後の主要な黒人新聞の報道
に見られる，原爆投下や日本占領に対する，
黒人記者や黒人知識人の反応を中心に考察し
ている12）。ところが，これまでの研究の多く
は日本人による黒人表象や，黒人メディアに
おける日本表象の分析を主眼としており，戦
後の日米関係の再構築過程における，アフリ
カ系アメリカ人兵士の役割や主体性（エイ
ジェンシー）に焦点が当てられることはほと
んどなかった13）。
第24歩兵連隊に関する先行研究の中では，
ウィリアム・ボウワーズ，ウィリアム・ハモ
ンド，ジョージ・マックガリグルによる『黒
人の兵士と白人の軍隊－朝鮮における第24
歩兵連隊』（1996年）が，同部隊の岐阜での
駐屯地生活の分析に１章を割いて論じてい
る。本書は，朝鮮戦争における第24歩兵連隊
の役割について，偏見によって歪められたこ
れまでの公式な歴史解釈を再検討し，人種的
によりバランスのとれた観点から同部隊の軍
事行動を再評価するプロジェクトの報告書で
ある。著者たちは，米軍内の人種隔離と偏見
が，部隊内で指導力が効果的に発揮され，戦
闘任務の遂行において必須な隊員間の信頼関
係が形成されるのを妨げる主たる要因であっ
たと結論づけている。また，占領下の日本に
駐留していた第８軍所属の他の部隊と同様
に，占領任務を中心に構成された緊張感の欠
如した生活が，薬物の乱用，アルコール依存
症，性病の蔓延，闇市場での取引などさまざ
まな問題を生み，十分な戦闘態勢が整わない
状態で前線に送り出されたことが，戦争初期に
大量の敵前逃亡者を生むなどの問題につながっ
たと指摘している14）。
しかし，本書は第24歩兵連隊の岐阜での駐
屯地生活については，朝鮮戦争における戦闘
態勢の不備がいかに生じたのかという，軍事
戦略的な観点のみに基づき分析している。し
かも，黒人兵士と日本人の関係については，
ほとんど言及していない。それに対して，本
稿はキャンプ岐阜における第24歩兵連隊の
体験を，アフリカ系アメリカ人兵士の人種，
ジェンダー的主体の構築という，軍事社会史
的な観点から再考することを目指している。
そこで，上記のプロジェクトのために実施さ
れたインタビュー調査の記録を，著者たちと
は異なる視点から読み直すと共に，黒人新聞
の記事や黒人退役兵士の自伝など，新たな資
料を活用している。
第二次大戦後の米陸軍における人種隔離の存続
1947年１月20日，第８軍司令官のロバー
ト・アイケルバーガーは，黒人部隊である第
24歩兵連隊を，白人のみで構成される第25歩
兵師団に統合する計画を発表した。第８軍の
人種統合に向けた計画は，第二次大戦後の米
軍における黒人兵士の活用に関するギレム委
員会（Gillem Board）の提言に基づくもので
あった。アルヴァン・ギレムを議長として，
陸軍省長官のロバート・パターソンにより設
立された同委員会は，１割の割合で黒人を勧
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誘することや，師団レベルで黒人部隊の統合
を実現していくことなどを求めていた15）。
しかし，この決定に対して，主要な黒人新
聞である『ピッツバーグ・クーリエ』紙は，
社説において，同部隊が人種的に隔離された
状態のまま白人中心の師団に配属されたにす
ぎないことから，一般的に考えられるような
意味での人種統合とは到底言えないものであ
ると主張し，米軍の人種政策の矛盾を厳しく
批判した。同紙によれば，軍隊における人
種統合とは，分隊（squad）や小隊（platoon）
といった編成の末端レベルでも，黒人と白人
の兵士が人種の区別なく配属されることを
意味していたのである16）。また，当時岐阜に
駐留していたある黒人兵士は，『ボルティモ
ア・アフロアメリカン』紙に宛てた手紙の中
で，「人種統合」に関心を抱いているのは黒
人のみであると述べ，第24歩兵連隊が当時取
り組んでいた「斬新な実験」を，「不毛な言
い訳」にすぎないとして痛烈に皮肉った17）。
このように黒人メディアや黒人兵士から批
判を浴びたように，第24歩兵連隊を第25歩兵
師団に編入するという本計画は，実際には米
陸軍による黒人部隊の追認を意味するもので
しかなかった。この計画が依拠しているギレ
ム委員会報告も，米軍の伝統的な人種隔離政
策の是非にまで踏み込んだものではなく，黒
人部隊を解体することなく，師団レベルで人
種統合を促進することを提言したにすぎな
かった18）。さらに，ハリー・トルーマン大統
領は，1948年７月に大統領行政命令第9981号
を発して，軍隊内における人種差別の禁止を
宣言したが，第８軍において同令が即座に厳
格に施行されることはなかった。実際には，
朝鮮戦争中の1951年10月に，軍事戦略上の理
由により白人部隊に統合される形で解隊され
るまでの間，第24歩兵連隊は黒人部隊として
存続し続けることになる19）。
第24歩兵連隊は新たな占領任務のために沖
縄を離れ，日本本土に上陸したが，そこでの
拠点となったのがキャンプ岐阜である。キャ
ンプ岐阜（正式名称はCamp Majestic）は，
旧陸軍各務原飛行場（現在の航空自衛隊岐阜
基地）に建設された米軍基地で，1947年２月
から1950年７月までの約３年半の間，第24歩
兵連隊の基幹基地となった20）。当時は岐阜以
外にも，仙台，東京，横浜，座間，神戸，京
都，奈良など，日本各地に点在していた米軍
基地に黒人部隊は駐屯していたが，それら
の多くは非戦闘部隊であった21）。キャンプ岐
阜には，第24歩兵連隊を含め，戦闘工兵部
隊，医療部隊，憲兵隊，軍楽隊など，９つの
黒人部隊が駐屯していた22）。その中で，第24
歩兵連隊以外にも，第77戦闘工兵中隊（77th 
Engineer Combat Company）， 第94歩 兵 大 隊
（94th Infantry Battalion），第95歩兵大隊（95th 
Infantry Battalion）という，３つの黒人戦闘
部隊が岐阜を拠点としていた。占領期の日本
には７つの黒人戦闘部隊が駐屯していたが，
そのうちの４部隊が岐阜に集まっていたこと
になる23）。岐阜での任務開始となった最初の
月である1947年２月時点での第24歩兵連隊の
兵力は，102名の士官，２名の准士官，3,263
名の兵卒から構成されていた24）。
キャンプ岐阜において，第24歩兵連隊の兵
士たちは他の８つ黒人部隊に加え，第25歩兵
師団に属する２つの白人部隊と基地を共有す
ることになったが，そこでの体験は軍事任務
や訓練のみならず，住まいや娯楽など社会
生活のあらゆる面において人種的に分離さ
れたものであった25）。先に引用した黒人兵士
は，キャンプ岐阜は「あらゆる現実的な目的
のために，隔離された，純粋な黒人コミュニ
ティ」であると述べ，黒人部隊と白人部隊の
軍事的，社会的接触や交流が極めて限定的な
ものであったことを示唆している26）。また，
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別の黒人兵士の証言によれば，黒人兵士たち
はキャンプを共有していた他の白人部隊と
も，７月の独立記念日や５月の軍事パレード
の日に，第25歩兵師団の本部がある大阪で行
われる特別な行事を除いては，ほとんど接触
する機会はなかったようである27）。
黒人部隊と白人部隊の間で社会的分離が進
行していたことにより，黒人兵士たちは岐阜
での占領任務や戦闘訓練に従事している限
り，白人兵士との間で人種的な衝突を回避す
ることができた。ある黒人兵士は，1948年10
月に『アフロアメリカン』紙に宛てた手紙の
中で，岐阜では人種間の暴力的な衝突はあま
り起こらなかったことを示唆している。これ
は同年７月に同紙に掲載された，ドイツ駐留
の黒人兵士をめぐる緊迫した状況を報じた記
事に対する投稿であった。その記事によれ
ば，ドイツでは偏見や隔離が原因で，黒人兵
士による扇動的行為（agitation）が頻発して
いたのであった28）。
彼らが白人兵士との間で暴力的な衝突を経
験したのは，岐阜を離れて大都市での任務に
赴き，そこに駐留する白人部隊と接触した時
であった。第24歩兵連隊に所属し，退役後は
公民権活動家として活躍したアイボリー・ペ
リーは，彼らと白人部隊との間で衝突が生じ
たのは，決まって横浜や東京に滞在中だっ
たと回想している29）。特に，1948年７月にパ
レードに参加するために上京した際に，部隊
全体が第１騎兵師団や第11空挺師団所属の白
人兵士との衝突に巻き込まれ，人種差別的な
暴言や暴行を受けた出来事は，多くの兵士の
記憶に鮮明に残っている30）。
このように，キャンプ岐阜のアフリカ系ア
メリカ人兵士たちは，米軍の人種隔離政策や
駐屯地の地理的孤立により，白人至上主義的
な社会環境から一定の距離を置くことができ
た。それにより，彼らの男性性を剥奪するよ
うな人種抑圧的な言動や暴力から比較的守ら
れるような状況の中で，人種，ジェンダー的
な主体を構築することが可能となったのであ
る。
　
黒人士官の任命とリーダーシップ
第24歩兵連隊では，過去の黒人部隊と比較
して数多くのアフリカ系アメリカ人兵士が
士官（commissioned ofﬁcer）として任命され
た。1947年５月の時点で，69名の白人士官に
対して，65名の黒人士官がおり，その内訳は
中佐（lieutenant colonel）１名，少佐（major）
１名，大尉（captain）20名，中尉（ﬁrst lieu-
tenant）19名，少尉（second lieutenant）18名，
准尉６名（chief warrant ofﬁcer ５名，junior 
grade warrant ofﬁcer １名）であった31）。第
24歩兵連隊の全士官に占める黒人の割合は，
1947年６月の52％から，1949年３月の40％の
間で推移した32）。先述した黒人兵士は，第24
歩兵連隊の例を挙げながら（彼は同部隊の黒
人士官の割合は約60％だと述べている），岐
阜における黒人士官の積極的な任命に対して
肯定的な評価を下している33）。
しかし一方で，黒人兵士たちは配属や昇進
などの人事面で，引き続き人種差別的な障
壁に直面することになった。第24歩兵連隊
では，黒人兵士は下士官（noncommissioned 
ofﬁcer）以下の低い階級では，白人と競合す
ることがなかったために，比較的順調に昇進
することができた。ところが，士官レベルに
なると，昇進の機会は人種的要因により大幅
に限定された。黒人士官が白人士官を指揮す
るような地位に任命されることは，一部の例
外を除き，原則としてなかった。黒人士官の
昇進のほとんどは，分隊や小隊を指揮する
尉官級（company grade）止まりで，佐官級
（ﬁeld grade）まで昇進した者はごく少数にと
どまった。また，少佐や大尉に任命された黒
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人士官に対して，同階級の白人士官と同等の
地位や指揮権が与えられることはほとんどな
かった。さらに，士官の間ではインフォーマ
ルな人種隔離のルールが存在しており，士官
専用のクラブでも黒人と白人の間にあまり交
流は見られなかったようである34）。
このような状況の中で任命された黒人士官
たちは，人種と階級が複雑に交差する米軍内
の権力関係の中でリーダーシップを磨き，下
士官や兵卒である黒人兵士たちとの間に階級
を超えた信頼関係や連帯感を育んでいった。
第24歩兵連隊所属ではないが，同じ時期に同
部隊と共に岐阜に駐留していた，第77戦闘工
兵中隊の指揮官であったチャールズ・ブッ
シー大尉の自伝は，米陸軍の人種政策の転換
期における黒人士官のリーダーシップについ
て考える上で，示唆に富んだ経験を語ってい
る。黒人中隊の指揮官であったブッシーは，
軍事任務や訓練に関する事項のみならず，部
下の個人的な問題にまで関与することが求め
られた。例えば，彼はある兵卒の母親から，
家族への仕送りが滞っているという相談を受
けていた。この兵卒は日本人のガールフレン
ドとの交際に必要な出費を言い訳に，ブッ
シーの助言に従おうとはしなかった。しか
し，彼は「誰が上官であるか」を知らしめる
ために，一切妥協することなく，厳しい態度
で部下の家族問題に対処したのであった35）。
また別の機会には，日本人女性との結婚申
請が領事館で受理されないという部下の悲痛
な訴えを受け，ブッシーは上官であるホート
ン・ホワイト大佐に協力を要請した。ここで
彼は，この案件をあえて人種に関わる問題と
して提起することはせず，結婚によりもたら
される兵士の士気の高揚や性病罹患率の減少
など，軍務遂行上のメリットを挙げることに
より，ホワイトに対する説得を試みたので
あった。ブッシーの経験が示しているよう
に，黒人の士官たちは，黒人兵士間の馴れ合
いを避けるために階級的な上下関係に常に意
識的であったり，部下の問題を解決するため
に白人の上官に掛け合うなど，米陸軍内の複
雑な人種・階級秩序の中で，リーダーシップ
のスキルを磨いていったのであった36）。
基地内における黒人コミュニティ・文化の形成
キャンプ岐阜に駐留のアフリカ系アメリカ
人兵士たちは，教会，新聞，音楽など，人種
隔離された軍隊の内部に，文化的アイデン
ティティを表現し，人種的連帯感を育むため
のさまざまな空間を創出していった。まず，
キャンプ岐阜には黒人従軍牧師付きの教会が
設立され，黒人兵士の信仰の拠り所となると
同時に，黒人のコミュニティー・センターと
して機能していた。この教会には少数の白人
兵士も通っていたが，信徒の大多数は黒人兵
士であった。黒人の従軍牧師により礼拝が
執り行われ，その様子はアメリカ本国の黒
人教会さながらであったようだ 37）。黒人を中
心とした聖歌隊も組織され，そこには軍属や
兵士の家族と思われる黒人女性の姿も見られ
た38）。
黒人従軍牧師は礼拝を司るのみならず，日
本人女性との結婚を希望する兵士に対してカ
ウンセリングを行い，結婚認可の過程に関与
するなど，黒人兵士の駐留生活に多大な影響
力を持つ存在であった。1950年の朝鮮戦争勃
発後，日本人花嫁に対する移民政策が緩和さ
れた時期に，従軍牧師のサラス・ワシントン
大尉は，数少ない黒人指揮官の地位にあった
ハリー・ロフトン中佐と共に，黒人兵士の結
婚申請が受理されるために尽力した39）。黒人
教会は歴史的にも黒人コミュニティの制度的
中心として重要な役割を担ってきたが，ここ
でも黒人従軍牧師を中心とする教会は，兵士
間のスピリチュアルな絆を築き，彼らが直面
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する問題に積極的に関与するなど，黒人兵士
たちの精神・物質的生活の両面に渡り，拠り
所となる存在となった。
教会と共にキャンプ岐阜の黒人コミュニ
ティの成立，発展に大きく寄与したものに，
黒人新聞の存在が挙げられる。そのタイトル
や内容など詳細については不明だが，第24歩
兵連隊では，黒人兵士の手による独自の新聞
が発行されていたようである40）。また，これ
までの議論の中で岐阜に駐留していた黒人兵
士からの投書をいくつか引用してきたよう
に，アメリカ本国で発行されていた黒人新聞
は，岐阜の黒人兵士たちの間でも定期的に
読まれていたと推測される。著者の調査に
よれば，占領期に主要な黒人新聞３紙（『ボ
ルティモア・アフロアメリカン』，『シカゴ・
ディフェンダー』，『ピッツバーグ・クーリ
エ』）に，日本に駐留していた黒人兵士に関
する記事が掲載されたのは，占領開始直後の
1945年９月以降と，朝鮮戦争勃発後の1950年
７月以降の時期に集中している。これらは，
軍事占領や朝鮮戦争というアメリカの有事に
際して，黒人新聞各社が特派員を日本や韓国
に派遣したことにより，日本の黒人兵士に関
する記事が増加したものと考えられる。その
他の時期には，地元出身の黒人兵士の昇進や
帰還に関する情報や，いくつかの黒人部隊の
動向が，時々写真付きで報じられる程度で
あった。黒人新聞は，岐阜のアフリカ系アメ
リカ人兵士が地元の黒人社会の出来事につい
て知る上で貴重な情報源となり，また投書を
通じて日本での様子を伝える手段にもなった
ように，太平洋を挟んだ国際的な黒人コミュ
ニティの形成において重要な役割を果たした。
岐阜に駐留していた他の黒人部隊の中には，
軍楽隊の一員として従軍していた黒人ミュージ
シャンもいた。基地内では黒人ミュージシャン
同士がジャム・セッションを行うなど，黒人
音楽の世界を展開していった41）。彼らが所属
する軍楽隊も，日本に駐留していた他の黒人
部隊と同様に，人種的に隔離されていた。黒
人軍楽隊のメンバーは，第25歩兵師団に付随
する形で第８軍の軍楽隊に同伴し，日本各地
で演奏していた42）。また，著名なジャズのア
ルト・サクソフォン奏者であるキャノンボー
ル・アダレーが，第291軍楽隊の一員として
岐阜に駐留していたという，興味深い証言も
ある43）。
非戦闘分野におけるパフォーマンスの評価
アフリカ系アメリカ人兵士たちにとって，
スポーツや行進など，非戦闘的なパフォーマ
ンスによる活躍は，白人兵士との関係におい
て人種的プライドを獲得し，「男らしさ」を
証明する上で重要な役割を果たした。アイボ
リー・ペリーは，第24歩兵連隊が米軍主催の
競技大会のあらゆる種目においてトップで
あったことや，独立記念日に連合国軍最高司
令官であるダグラス・マッカーサー元帥の目
前で行ったパレードについて誇らしげに回想
している44）。しかし一方で，黒人兵士の中に
は，戦闘分野では白人部隊に比べて不当な評
価しか得られなかった黒人部隊にとって，ス
ポーツと行進は彼らが名誉を獲得できる唯一
の機会であったと語り，これらの分野におけ
る第24歩兵連隊の過大評価に対して批判的な
見方をする者もあった45）。
第24歩兵連隊のスポーツチームの強さは，
第８軍所属の部隊の間で定期的に開催された
野球，ボクシング，バスケットボール，フッ
トボールなどの競技大会の場で発揮された。
この背景には，スポーツの分野における隊員
の活躍を司令官としての誇りにしていたとい
う，マイケル・ハロラン大佐の存在があっ
た。ハロランは，アスリートとしての才能が
ある隊員に対しては，軍事任務や訓練より
― 87 ―
占領下の日本におけるアメリカ黒人部隊をめぐる人種とジェンダーのポリティクス（岡田泰弘）
も，競技の練習やコンディションの調整を優
先するよう指示していた46）。特に，第24歩兵
連隊のボクシングチームの強さは軍内でも高
く評価されおり，米軍の準機関紙である『星
条旗新聞（太平洋版）』も，1947年６月に彼
らに関する特集記事を掲載し，その活躍を称
賛した47）。戦闘部隊であるにもかかわらず，
司令官であるハロランを含めた軍の上層部か
らは戦闘分野での活躍を期待されず，また白
人部隊と比べても正統な評価を得られなかっ
たアフリカ系アメリカ人兵士にとって，ボク
シングを始めとした競技大会は，白人部隊と
の競合において，公正なルールの下で「男ら
しさ」を証明できる数少ない機会であった。
また，さまざまな機会に披露された第24歩
兵連隊の行進は，その独特なスタイルゆえ
に，駐留米軍関係者の間で名声を博してい
た。『アフロアメリカン』紙特派員のブラッ
ド・ローズが報じているように，1950年６月
に羽田の空軍基地で行われた軍事パレードの
日のイベントでは，正装した第24歩兵連隊の
登場が，日本全国から集まった部隊による行
進の最大の山場となった48）。先述のペリーの
回想にもあるように，東京でのパレードは，
兵士たちにとって特に記憶に残るものとなっ
た。そこに旗手として参加していたある兵士
は，第24歩兵連隊は行進の後方に位置してい
たが，彼らがコーナーを曲がったところでダ
ブルキックを踏むと，観客から拍手喝采を受
けたと語っている49）。また，別の兵士は，同
部隊の行進を目にしたマッカーサー元帥が，
「これまで見た中で最高のパレード部隊だ」
と述べたと証言している50）。第24歩兵連隊で
は当時，マッカーサーが第８軍本部に黒人兵
士を配置せず，また岐阜を訪れようとしない
のは，彼の人種偏見が原因であると噂されて
いた。黒人兵士の間では「人種差別主義者」
として名高かったマッカーサーからも高い讃
辞を受けたことは，彼らにとってはこの上な
い名誉であったと想像できる51）。
このような第24歩兵連隊の行進に対する高
い評価には，またしてもハロラン大佐が関係
していた。彼は同部隊が本拠地の岐阜で毎週
土曜日，多い時には週に２日パレードを行
うなど，頻繁に行進の練習をさせていたよ
うだ52）。戦闘部隊としての評価にはあまり期
待できず，行進やスポーツなど非戦闘的なパ
フォーマンスによる活躍に望みを託さざるを
得なかった，黒人部隊を率いる白人司令官と
してのハロランのプライドが，そのような分
野で黒人兵士たちが名誉を獲得するチャンス
を与える一方で，黒人部隊に対する人種偏見
をさらに強化することになった。
軍隊における同性愛
占領下の日本，沖縄におけるジェンダーと
セクシュアリティの問題を扱う近年の研究
は，占領軍兵士向けの売春施設の設置，街娼
の管理，兵士による性的暴力，性病対策な
ど，米軍兵士と日本人女性の性的関係をめぐ
る実態，表象，および政策について明らかに
してきた53）。また一方で，米軍兵士と日本人
女性の親密な交際や結婚に関する研究にも注
目が集まっている54）。後述するように，占領
時代のキャンプ岐阜周辺の歓楽街において
も，米軍兵士相手の売春が盛んに行われてい
た。また，岐阜に駐留していた黒人兵士の中
には，地元の日本人女性と交際，婚約，そし
て結婚した者もあった。しかし，米軍兵士と
日本人女性の性的かつ親密な関係に焦点が当
てられる一方で，占領下の日本における米軍
兵士の同性間の性的関係について考察された
ことは，これまでほとんどなかった。ここで
は，第24歩兵連隊および第77工兵中隊を例
に，キャンプ岐阜に駐留の黒人部隊における
同性愛行為の実態および性的アイデンティ
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ティの構築について論じたい。
キャンプ岐阜の第24歩兵連隊では同性愛者
に対して比較的寛容で，同性間の性的行為が
頻繁に行われていたと多くの兵士が証言して
いる。兵士らの証言によれば，ゲイの兵士は
部隊の中でも人事，炊事，医療関係の部署に
多く見られたという。彼らは，同僚の兵士た
ちからは“sissies”と呼ばれていたが，この
言葉には男性性の欠如を侮蔑する意味合いが
含まれていた55）。異性愛者である兵士の中に
は，彼に好意を抱いたと思われる同僚の兵士
から，訓練中に性的ニュアンスを感じるよう
なジェスチャーを送られた経験から，部隊内
の同性愛者に対してあからさまな嫌悪感を抱
く者もいた56）。また一方で，彼らの行動が任
務遂行に支障をきたしたり，異性愛者の兵士
との間でトラブルを起こさない限り，同性愛
者の存在を容認する者もあった57）。
第24歩兵連隊における同性愛者に対する比
較的寛容な雰囲気の背景には，異性間性行為
を介した性病の蔓延が部隊内で深刻化してい
たことがあった。米軍基地周辺の他都市と同
様に，岐阜でも売春は性病蔓延の温床となっ
ていた。同部隊の高い性病罹患率に悩まさ
れていた軍上層部は，他のいかなる問題以
上に，性病対策と性病罹患者に対する懲罰
には厳しい態度で臨んでいた58）。同性愛をめ
ぐる米軍の政策は，第二次世界大戦を契機
に，「同性愛行為者」（sodomist）の犯罪化か
ら，「同性愛者」（homosexual）の病理化へと
大きく転換していた。それにより，軍精神科
医によって「同性愛者」と診断された兵士
は，「不名誉な除隊」として処分されるよう
になった59）。終戦後，米軍の反同性愛政策は
より組織的なものとなり，1947年から1950年
代初めにかけて，米陸軍と海軍における同性
愛者の除隊率は，第二次世界大戦期と比べて
３倍以上に増加した60）。しかし，軍上層部に
とっては，部隊内の同性愛者を取り締まるこ
とよりも，性病の蔓延の方が士気の低下や
兵力の損失に関わるより深刻な問題であっ
た61）。それに加え，ハロラン司令官の黒人兵
士に対する人種偏見が，士官を含めたゲイの
黒人兵士の容認，あるいは無関心ともとれる
態度に結びついたと考えられる62）。
キャンプ岐阜に駐留の黒人部隊における，
同性愛者に対する軍上層部の許容的かつ無関
心な態度は，第77工兵中隊の司揮官であった
チャールズ・ブッシー大尉の回想によっても
裏付けられる。彼が率いる部隊では，あるゲ
イの兵卒の活発な性行動をめぐり，同性愛嫌
悪に基づくバッシングや，性的パートナーを
めぐる争いが生じていた。この兵卒は自らの
同性愛的傾向を理由に「名誉ある除隊」を申
し出たが，第８軍の上層部は同性愛に関する
軍の罰則規定に基づき勧告を与えただけで，
除隊申請は却下された。このような上層部に
よる非介入の決定に対して，隊員の士気低下
の問題に早急に対処しなければならなかった
ブッシーは，軍事司法統一法典（UCMJ）の
規定に基づき，この兵卒に対して「不適切な
ふるまい」のかどで，拘禁や減俸などの非司
法罰を科すことにより，事態の収拾に努めた
のであった63）。
軍隊での生活は，これまで地元のコミュニ
ティの中で自らの性的志向を隠して生活して
きたゲイの兵士にとって，他の同性愛者と出
会い，また性的行為を経験することを通し
て，自らの性的アイデンティティを模索し，
確立する契機となった。もちろん，軍隊にお
いて同性間の性行為を経験したすべての兵士
が，自らを同性愛者として認識していたわけ
ではない。日本占領の時期にあたる冷戦初期
は，軍隊内の同性愛者のみならず，反共産
主義闘争の文脈における安全保障上の理由か
ら，連邦政府内の同性愛者に対する抑圧が激
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しく行われた時代であった64）。このようなア
メリカのゲイにとって受難の時代に，占領下
の日本に駐屯していた黒人部隊において，性
病の蔓延や白人司令官の人種偏見ゆえに，同
性愛行為や同性愛者の存在が容認されていた
という事実は注目に値する。
日本人との出会い
ここまでキャンプ岐阜に駐留のアメリカ黒
人部隊について，第24歩兵連隊を中心とした
米陸軍内部のポリティクスを中心に論じてき
た。最後に，アフリカ系アメリカ人兵士の人
種，ジェンダー的主体の形成について考える
上で欠かすことのできない，黒人兵士と日本
人の関係についても簡潔に触れておきたい。
アメリカ社会における人種差別の中で「二
流市民」としての扱いを受けてきたアフリカ
系アメリカ人兵士であったが，占領軍内での
人種や階級の違いに関わらず，占領期のアメ
リカ人と日本人の関係は，基本的には「占領
者」と「被占領者」という非対称的な権力関
係に基づき構築された。彼らは，白人兵士と
同様に，連合国占領軍の一員として日本人に
対するさまざまな政治的，経済的特権を享受
し，行使していく中で，アメリカ人としての
国民アイデンティティを強く自覚していくこ
とになった65）。
その一方で，戦前は一部の黒人指導者か
ら，白人支配的な国際秩序における有色人種
のリーダー的存在と目されていた，「非白人
国家」である日本での体験は，多くのアフリ
カ系アメリカ人兵士にとって，自らの人種ア
イデンティティを見つめ直す機会となった。
彼らの中には，黒人に対する日本人の差別意
識を敏感に感じとる者もあったが，日本にお
いて本国では経験しえないような人種寛容的
な雰囲気に接することにより，多くの黒人兵
士が日本人に対して概ね肯定的な印象を抱く
ことになった。また，それまで海外に出たこ
とのなかった多くの黒人兵士にとって，日本
人との出会いは，自らの人種意識や世界観を
国際的な視野において再編する契機となっ
た。アラバマ州の農村部で生まれ育ったアイ
ボリー・ペリーは，日本の大学での学生や教
授との交流を通して，アメリカの人種主義が
普遍的なものではなく，文化的に偶発的なも
のにすぎないと認識するに到った。ペリー
は，日本人との出会いを通して，アメリカ南
部社会の抑圧的な人種関係を相対化する視点
を獲得したが，それは彼が本国に帰還後，反
人種差別闘争に深く傾倒していく契機を孕む
ものであった66）。
また，地元の日本人女性との親密かつ性的
な関係の形成は，軍事占領という文脈におけ
るアフリカ系アメリカ人兵士の男性性の構築
の中心的な舞台となった。占領下の岐阜にお
いても，他の米軍基地周辺のコミュニティと
同様に，米軍兵士と日本人女性の間に，人種
や国境を越えた親密な関係が形成された。第
24歩兵連隊では，連合国総司令部による反フ
ラタニゼーション政策が，士官以外の兵士に
は厳格に適用されなかったことから，下士官
や兵卒を中心としたアフリカ系アメリカ人男
性と，地元の日本人女性の間で親密な交際
が発展した。その中でも日本人女性との結
婚を決意した者は，日本人家族からの反対の
みならず，日本人花嫁をめぐる米国政府や米
陸軍によるさまざまな制度的，法的障壁を乗
り越えなければならなかった。黒人兵士の中
には，彼らの結婚申請がなかなか受理されな
い原因として，黒人男性の異人種間の性的関
係に対する，軍や政府の人種偏見の関与を指
摘する者もあった。そのような状況の中で，
彼らの結婚のために積極的に動いたのは，
先述したような黒人上級士官や従軍牧師で
あった67）。
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さらに，米軍兵士による日本人女性の買春
は，人種を問わず，被占領国の女性の性的な
征服を通して，占領国の男性兵士としての
「軍事化」された性的主体を確立する契機と
なった。占領時代のキャンプ岐阜周辺の歓楽
街では，日本人の証言者や歴史家による推定
値に幅はあるものの，占領軍を追いかけて市
外から流れてきた者を含めて，1,000人以上
の売春婦が米軍兵士を相手にしていた。米軍
兵士にとって，売春婦を中心とした日本人女
性との性的関係は，日本人男性の去勢化を通
して征服者としての男性性を確立するのと同
時に，他の兵士との間にホモソーシャルな連
帯を形成する手段となった。その一方で，第
24歩兵連隊における性病罹患者に対する厳格
な処罰と，白人医師による性病検査の実施
は，黒人兵士の人種的プライドを傷つけ，彼
らの男性性を損なうものであった68）。
おわりに
－黒人帰還兵の公民権運動へのかかわり
占領下の岐阜において，アフリカ系アメリ
カ人兵士は，連合国軍の一員として獲得した
国民的名誉や特権と，米陸軍内での隔離や差
別により付与された人種的スティグマとの狭
間において，人種，ジェンダー的主体を構築
していった。彼らは日本人との関係のみなら
ず，米陸軍内の黒人兵士の隔離をめぐる，人
種，階級，ジェンダー，セクシュアリティが
交錯した権力関係に偶発的に生じた空間や状
況の中に，抵抗やエンパワメントの契機を見
出していった。
第24歩兵連隊では，戦後の米陸軍における
人種政策の転換の中で，比較的多くのアフ
リカ系アメリカ人兵士が士官として任命さ
れ，人種と階級が交錯する米軍内のヒエラル
キーの中でリーダーシップを磨き，発揮して
いった。黒人兵士たちは教会，新聞，音楽と
いった，伝統的な黒人文化やコミュニティの
制度的資源を効果的に動員しながら，隔離さ
れた軍隊の内部に，文化的アイデンティティ
を表現し，人種的連帯を築くための空間を創
出していった。また，戦闘分野において正統
な評価を得られなかった黒人兵士にとって，
スポーツや行進といった非戦闘分野でのパ
フォーマンスによる活躍は，白人兵士との競
合において「男らしさ」を発揮し，人種的プ
ライドを獲得する機会となった。さらに，同
性愛者に対する比較的寛容な雰囲気の中で，
ゲイの黒人兵士は，同じ性的志向をもつ同僚
の兵士との出会いや性的行為を通じて，自ら
の性的アイデンティティを確立していった。
占領下のキャンプ岐阜に駐留していた黒
人帰還兵の中には，第24歩兵連隊のアイボ
リー・ペリーのように，当時アメリカ各地で
展開しつつあった反人種差別闘争に積極的に
関わっていく者もあった。1950年７月，朝鮮
戦争に従軍するために岐阜を離れたペリー
は，戦闘中に負傷し，軍役から一時退くこと
になった。その後再入隊した際に，彼はキャ
ンプ仙台に駐留の信号隊に，唯一の黒人とし
て配属され，二度目の日本駐留を経験するこ
とになった。しかし，仙台の白人中心の部隊
において，彼は白人兵士たちからは“boy”
と呼ばれ蔑まれ，彼より階級が下の兵士にも
昇進で先を越され，差別を糾弾したことによ
り上官からは「厄介者」扱いされるなど，岐
阜の黒人部隊に所属していた時には経験しな
かったような露骨な人種差別に直面すること
になった。さらに，ペリーはヘロインの所持
と命令不服従という，身に覚えのない罪によ
り軍事法廷で懲役２年の判決を受け，最終的
には1954年３月に，「不名誉な除隊」となっ
た69）。　
アメリカに帰還したペリーは，1950年代か
ら1980年代にかけて，ミズーリ州セントルイ
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スを中心に，住宅，雇用，医療問題など，幅
広い分野における人種，経済的な正義の実現
を目指して，草の根の公民権活動家として
活躍することになる70）。歴史家のジョージ・
リップシッツも指摘しているように，ペリー
のような黒人帰還兵を自国における社会変革
運動へと駆り立てたものは，アメリカが国際
社会で唱える民主主義的な理想と，米国にお
ける人種差別的な現実との間のギャップで
あった71）。また，日本において「占領者」と
しての地位や特権を享受し，人種寛容的な雰
囲気に触れ，人種問題に対する国際的な視野
を獲得したアフリカ系アメリカ人兵士が，帰
還後に自国の社会で目の当たりにしたのは，
国家のために従軍したにもかかわらず，自分
たちは相変わらず「二流市民」のままである
という事実であった。
さらに，占領期の日本に駐留した者だけで
なく，第二次世界大戦から朝鮮戦争の時期に
かけて，他地域での戦闘や占領任務に携わっ
た黒人帰還兵の中にも，ペリーのように，海
外での軍事体験を通して目覚めた人種問題に
対する正義感や，戦闘意識の高揚から，アメ
リカ社会における人種差別の撤廃を目指して
公民権運動に積極的に参加していく者があっ
た。アフリカ系アメリカ人の軍事体験を扱っ
た最近の研究の中には，黒人帰還兵の公民権
運動への関わりについて論じているものが
いくつかある72）。また，公民権運動に関する
研究書や，公民権活動家の自伝，伝記には，
運動参加者の軍歴に言及しているものも多
い73）。このようなアフリカ系アメリカ人の海
外での軍事体験と公民権運動の関連について
は，今後の研究においてさらに考察すべき課
題である。
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